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九州大学北海道演習林の異なる斜面方位や地形における林床植生の組成

中村　琢磨 1*，壁村　勇二 1，山内　康平 1，村田　秀介 1， 
佐々木寛和 1，智和　正明 2，内海　泰弘 2

　斜面方位や傾斜など地形的要因と林床植生との関係を調べるため，北海道東部に位置する九州大学農学部附属演習林北
海道演習林の冷温帯落葉広葉樹林にて調査を行った。南北の斜面を有する 9つの流域を対象とし，地形的に尾根，中腹，
谷底の 3つの位置で 2m× 4mのプロットをランダムに 5つ設置し林床の維管束植物の組成を調べた。また，プロットの
位置，標高，斜面方位，斜面傾斜も記録した。さらに，プロットを含む直径 40 m程度の範囲に生存する維管束植物も記
録した。その結果，54箇所 270プロットとその周辺で合計 343種（不明種を除く）の維管束植物が確認された。本報告
ではプロット調査の結果を報告する。
キーワード：林床植生 , 斜面方位，傾斜，北海道東部 , 冷温帯落葉広葉樹林

　
aspect and inclination, a survey was conducted in the Ashoro Research Forest (ARF) of the Kyushu University, located in eastern 
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１．はじめに
山岳地帯や半乾燥地域では地形に起因する微気象の違い
により南北斜面で植生が異なることが知られている（小島 

et al ）。また，斜面方位や傾斜
は土壌特性や土壌侵食の程度とも関係が深く（Khan et al. 

et al ），侵食による物質の移動は地表の攪乱
として植生の成立に影響する（川西ら 大貫ら ）。
九州大学農学部附属演習林北海道演習林（以下、北海道演
習林）では，以前から斜面方位や斜面上の位置によって植
生タイプが異なることが指摘されている（岡野 ）。前
田ら（ ）はカラマツ人工林の下層にある落葉広葉樹も
天然林に見られるような斜面方位や斜面上の位置の違いに
よる植生構造に対応していることを明らかにした。さら
に，菱ら（ ）は前田ら（ ）と同じ調査地で土壌と
土壌動物を調査した結果，土壌含水率は谷部が最も高く，
南北いずれの斜面も上方ほど乾燥するが，南斜面の方がそ
の傾向が顕著であることを示した。北海道演習林における
植生の背腹性について，岡野（ ）は斜面方位と傾斜に

より生じる日射量の差が土地の乾湿に影響して植生タイプ
の分布パターンが形成されたと示唆した。菱ら（ ）が
南北斜面の土壌条件の違いを明らかにしたことで，前田ら
（ ）も土壌の乾湿の傾度に従って落葉広葉樹の分布パ
ターンが形成されたと考察した。また，北海道演習林では
南北斜面での積雪と土壌凍結パターンに大きな違いがある
ことが指摘されており（智和・中村 ），小林ら（ ）
は春季の南斜面では樹木への乾燥ストレスがより大きい可
能性を示唆した。このように北海道演習林において植物と
環境要因との関係の研究が断続的に行われているが，林床
の草本植物に注目した研究は井上（ ）に限られている。
草本は気温や降水量など環境の変化に応じて成長パターン
や形質を変化させるなど，樹木に比べて敏感に環境の変化
に応答する（Kennald et al et al ）。そこで，
本報告は北海道演習林の冷温帯落葉広葉樹林を対象として
草本を含めた林床植生のプロット調査を行うととともに，
斜面上の位置，標高，斜面方位，傾斜といった地形的要因
を記録した。なお，本報告の調査で得られた植物リストの
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一部は中村ら（ ）に用いられた。

２．調査地と方法
本研究は北海道足寄郡足寄町に位置する北海道演習林

（森林面積 ）を対象としている。北海道演習林第
次森林管理計画書によると，北海道演習林は十勝川の支
流の利別川西岸に位置し，海抜 ほどの高原から海抜
約 の利別川沿いの足寄市街との間を東に下る丘陵地
である。足寄町の の平年値によると年平均気温
℃，年平均降水量は である（北海道演習林第

次森林管理計画書編纂委員会 ）。北海道演習林の約
割をカラマツ等の針葉樹人工林が占め，それ以外はミズナ
ラ，カシワ，シラカンバ，ヤエガワカンバ，エゾイタヤ，
ヤチダモ，ハルニレなどを中心とした冷温帯落葉広葉樹林
が成立している。林床の大部分はミヤコザサの植被率が高
く，冬季に雪が吹き溜まる箇所には部分的にスズタケも見
られる。一部，岩礫が多い斜面ではササ類を欠きスゲ類を
中心とした林床となる。
プロット調査は 年 6月に開始し 年 9月まで実
施した。図 1にプロット調査の模式図を示す。北海道演習
林内を流れる小河川のうち，概ね西から東の方向に流れ
る 9つの流域を対象として広葉樹自然林のある南北斜面の
尾根，中腹，谷底でプロット調査を行った。ここでは尾根

とは山地の頂稜から斜面下方に向かって傾斜が変わる（遷
急点）までの緩やかなテラス状の地形と定義し，稜線を越
えない範囲で南または北斜面に設置した。中腹とは尾根よ
り下方でなおかつ山麓で傾斜が緩む遷緩点より上方の斜面
とする。谷底とは谷地形の低位段丘と流路を含む全体を指
す。プロット調査ではこれら尾根，中腹，谷底にそれぞれ
プロット（ × ）をランダムに 個ずつ（合計面積
㎡）設置し，プロット内に出現した維管束植物を記録し

た。また，プロットを含む直径 程度の範囲を踏査して
出現した維管束植物を記録した。特定の季節に出現する植
物の記載洩れを避けるため， 年は 年と逆の順番
で 9つの流域の調査を行い，いずれのプロットも 回以上
出現種の確認を行った。出現種の生活形は林冠に達する樹
木を高木，数 までの樹木を低木，高木・低木も含めて
発芽定着したばかりの木本を実生，さらに草本類は植物高
に関わらず草本とした。なお，学名は裸子植物は The Plant 
List（ ），被子植物は大橋ら（ ），シダ植物は海老
原（ ， ）に従った。プロットの中心点は 受
信機（ ）
で測位し，コンパスを用いて斜面方位と斜面傾斜を計測し
た。プロットはいずれも水平方向に直径 を超えない
範囲にあり垂直方向に 以上の標高差は無い。

３．メタデータ
調査結果は、プロット調査はファイル plot_survey.csv，

プロット周辺の植物リストは
ファイル ，プロットの地形要因
はファイル ，本報告のデータおよ
びデータ公開ポリシーはファイル Restriction.csvに参照
先 の URL（

）を記載した。以下にファイルの内容を説
明する。

plot_survey.csv
表 1に plot_survey.csvのデータ項目を示す。 は
調査を行った日付である。Plot_Nはプロット名を指し，プ

表1　プロット調査結果のデータ項目（plot_survey.csv）
Table 1 Variable definition of the list of plot survey (plot_survey.csv)

Variable name Unit Variable definition

Survey_D - Date of Survey

Plot_N - Individual name of plot

Japanese_N Japanese name of the plant observed in the plot

Life_F - Life form of plants ; "herb", "shrub", "sapling", "tree"

Latin name of the plant observed in the plot

Based on Ohashi et al.  (2017), Ebihara (2016, 2017)

Abb - Abbreviation of the latin name

Latin_N -

図1　プロット調査の模式図
Fig.1 Scheme of the plot survey.
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ロット名から地区，斜面の南北，地形上の位置が判るよう
に以下の要領で名前を付けている。Plot_Nの先頭から最大
文字目までが流域や林班名を表し，次に南北斜面の別を
（南）またはＮ（北）で示し，調査地が尾根ならば ”rid”，
中腹ならば ”slo”，谷底ならば “val” を付加した。末尾の数
字が 1～ のプロット番号にあたる。 はプロッ
ト内で確認された維管束植物の和名を示す。Life_Fは生活
形であり草本は “herb”，低木は ”shrub”，実生は ” ”，
高木は ”tree” で表される。Latin_Nはプロット内で確認され
た維管束植物の学名を示した。Abbは学名の短縮形であり，
近縁の種でも重複のないようにした。

surrounding_plants.csv
表 に の デ ー タ 項 目 を 示 す。

は plot_survey.csvと同様に調査を行った日付を示
し、 は調査地の名前を示す。一つの調査地は つの
プロットで構成され、 はそれらプロットを内
包する直径 程度の範囲で確認された維管束植物の和名
である。 は に対応する学名である。

Abbは学名の短縮形であり，近縁の種でも重複のないよう
にした。

plot_environment.csv
表 3に のデータ項目を示す。Plot_N
はプロット名を指す。 は流域の南斜面なら ” ”，北
斜面なら ”N” と表した。Topoは調査地の地形上の位置であ
り，尾根 ” ”，中腹 ”slope”，谷底 “valley” に分類される。
Aspectは斜面方位であり ～ °で表記した。 の
番号は各プロットの中心で計測した座標の通し番号であり
合計 ある。Latは北緯（°），Lonは東経（°）を示す。
Altは各プロットの標高（ ）を， はプロットの斜面傾
斜（°）を示している。

Restriction.csv
本報告のデータを利用する際は九州大学演習林データ
アーカイブに示したデータ公開ポリシーに従うことを承認
する必要がある。

Variable name Unit Variable definition

Survey_D - Date of Survey

Site_N - One site consists of 5 plots within a radius of 20 meters

S_Japanese_N - Japanese name of the plant observed around the plots

Latin name of the plant observed in the plot

Based on Ohashi et al.  (2017), Ebihara (2016, 2017)

Abb - Abbreviation of Latin name

S_Latin_N -

表2　プロット周辺で確認された植物リストのデータ項目 （surrounding_plants.csv）
Table 2 Variable definition of the list of surrounding plants (surrounding_plants.csv)

Variable name Unit Variable definition

Plot_N - Individual name of plot

Slope_D - Slope direction "North" or "south"

Topo - Classification of "ridge", "slope" and "valley"

Aspect degree (0~359°) The slope aspect at the plot

GPS_N numeric No. of GPS position

Lat numeric Latitude measured by hand held GNSS reciever

Lon numeric Longitude measured by hand held GNSS reciever

Alt meter Altitude of the plot

INC degree Slope increnation at the plot

表3　地形要因のデータ項目（plot_environment.csv）
Table 3 Variable definition of the list of plot environmental factor (plot_environment.csv)
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